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平成14年の新人歓迎会講演会が、6

月21日、東京・赤坂の東京全日空ホテ

′ノ‾ヤ／で開かれた。会場に革ま、4月に亡くな

－られた偉人なる先輩、斎藤英四郎さん

への追悼の念と、新しい会員を迎える

若やいだ雰囲気が入り交じり、悲喜こも

ごもの歓迎会となった。

この日の会には、今春、母校の新潟

高校を卒業して上京した新人7人をはじ

め、100人近い会員が集まった。また新

潟からは、青山同窓会の上村光司会長

をはじめ3氏と、ことしの卒業生を担任し

た木村正史先生など3人の先生が来賓と

して出席された。

＊追悼

初めに栗林貞一会長の掟案で、斎藤

英四郎先輩を悼んで全員で黙とうし、ご

冥福を祈った。また、青山同窓会の卜柑

会長はあいさつの中で、斎藤先輩をすく

すくとした人木に例え、「その姿を思い返

し、寂しく思う。」と、しのばれた。斎藤

先輩は明治44年生まれ、1日制新潟中学

校の36回卒業生（北蒲原郡安田町出身）

で、新日本製鉄の社長、会長、経済団体

連合会の会長を歴任し、日本の鍵済界

の指導者として活躍する超多忙の中、東

京青山同窓会の名誉会長も引き受けて

くださるなど、我ら東京青山同窓会の精

神的支柱とも言える存在であった。

＊歓迎

歓迎会では黙とうに続いて、架林会長

が、「東京青山同窓会は多士済々、互い

に親睦を淡め、仕事も協力し合ってい

る。」と述べ、新人諸君も気軽に仲間に

加わるよう呼びかけた。また、来賓の木

村先生は、「110周年記念として建設が進

められてきた新校舎がすべて完成し、グ

ラウンドも整備されて、ことしは大きなス

ケールで青陵祭（運動会）を行うことが

できた。」と、母校の近況を報告された。

講演を挟んで、新人1人ひとりが紹介

され、新人を代表して鈴木雄太さんが返

礼のことばを述べた。

＊講演

68回卒業で、元警視庁捜査一課長の

寺尾正大氏が「犯罪捜査、そして我が友」

と題して講演を行った。この中で寺尾氏

は、殺人、強盗、放火などの凶悪事件を

専門に、捜査活動に携わ

ってきた経験を踏まえ、「規

在の犯罪捜査は、多くの捜

査員を動員しての組織捜

査で、組織を動かす優れ

た指揮者を必安としてい

る。捜査指揮者には実

務・経験の積み重ねが必

要だが、良い指揮者にな

るには経験を束ねるだけ

Ⅶ－、もぎ■・　鳥ではなく、経験したことを

単なる経験に終わらせず、

その経験を自分で“質の

良い経験”に変えて蓄積し

てゆくことが人切だ。」と捜

査　一筋の人生砕験を語っ

た。

講演ではまた、自分が担

、11した犯罪捜査の過程で

榊会った「友人との触れ合

い」をユーモアを交えて諭

した。そのひとつは昭和56

年のロス疑惑。この事件で
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は、新潟高校の同期生である経営診断

士の小日向信光さん（68回）に頼んで、

被告の店の経営状態を調べてもらった。

小日向さんは徹底的に調べて、店が破

産寸前に陥っていることを突き止め法廷

で証言してくれた。そこまでは良かった

が、ふたりが高校の応援団のリーダー仲

間だったことを弁護側が知っており、法

廷でその点を追及される羽巨‖こなり大

いにあわてたとのことである。

また、同じロス疑惑の捜査の際に「中

学校の同級生（中央高校卒）がロサンゼ

ルスでクラブを繹常しており、日本人街

の状況にも詳しい。」と、同期の友人が

話していたことを思い出し、国際電話で

連絡を取り令って、いろいろと協力しても

らった。渡米して現地で捜査に当たった

際には、加熱するマスコミの目を隠すた

め、彼女の家を捜査員の集合場所や休

憩場所として利朋させてもらったと、“初

めて明かす”取って置きの裏話を披露し

た。

一方、平成7年3月に起きた、オウム真

理教による地下鉄サリン事件では、同期

の友人、鈴木裕徳さん（68回）が被害に

あったことを紹介した。鈴木さんは、地

卜鉄の車内で事件に遭遇して意識不明

の重体に陥り、一命は取り留めたものの、

今なお後遺症に悩まされている。寺尾氏

は、捜査一課長として陣頭指揮に当たる

中で鈴木さんが被害にあったことを知っ

たという。寺尾氏は身近にサリンの被害

者がいることを同窓の我々に知らせるこ

とによって、一般人を巻き込んだ無差別

大量殺人とも言える、この事件の恐ろし

蓼敬 啓啓　 か∵＋ て、 ‥J
歎 ‾ふ　　　　 参篭 靂登欒

篭慧三、も嶺 諌三寒等準等梱 ！

皆さんお元気のことと思います。母校

の創立110周年の年も過ぎようとしていま

す。昨年からこれを祝う式典や祝賀会が

新潟で行われました。諸先輩が1世紀余

にわたって喜々と築かれた伝統の重さを

ひしひしと感じました。東京青山同窓会

でも昨年11月に記念繚会として、私共の

代表がそれぞれの青山時代を思い起こ

し、映像によるトークショーを行いました。

このときは準備から運営まですべて手づ

くりで、青山の皆さんの有能な多十済々

講演寺尾正大氏（68回） 青山同乗全会長上村光司氏（50回）新人返礼鈴木雄太氏（110回）

さをあらためて訴えたかったようだ。

＊懇親

歓迎会講演会に引き続いて行われた

懇親会では、斎藤伸雄名誉会長の音頭

で乾杯したあと、先輩後輩、同期生同上

など、それぞれに歓談し‥思い山話に花

を咲かせたり、近況を報告しあったりし

て、利やかな一時を過ごした。中には親

子どころか、おじいちゃんと孫ほども年

齢差のある人たちが仲良く会話する風

景も見られた。最後に恒例の新潟中学

校校歌「玲瀧の大…」、新潟高等学校校

歌「‾百里流れて‥・」、応援歌「丈夫（ます

らお）の…」を高らかに合唱し、高揚レヽ
た気分そのままに散会した。

記　重野康人（68回）

ますらお合唱

ぶりをあらためて感じ、うれしくなりまし

た。

今年に入って本当に残念だったのは、

青山の大先輩斎藤英四郎氏（36匝日が逝

去されたことでした。まさに巨星落つで

ありました。あの慈愛に満ちた明るい笑

顔が見られないと思うとさびしい限りで

す。

ところで仲々立ち直らない経済の中で

皆さん毎日ご首労されているのだろうと

思います。こういうときにこそ強く生きて

いかなければなりません。私共は時代は

異なっても同じ学び舎で青春を過ごした

仲間です。同窓会の会合に積極的に出

ていただければ、世代をこえて親睦を深

めると同時に、自然に協力し合う雰囲気

も生まれます。学年幹事を中心に各期の

仲間で連絡をとりあって出席して下さい。

今度の総会では高橋竹秀さん（101

回）がプロの津軽三味線をきかせでくれ

ます。

会場の全日空ホテルの清田甚部長

（82回）もわが

同窓。うれし

いですね。大

勢参加して楽

しく盛り上げ

ましょう。

それでは

11月15日（金）

お会いしまし

ょう。
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今年（2002年）1月に仕事でワシントン、ボ

ストン、ニューヨークを訪れる機会があった。

昨年9月11日のテロ事件以来関心の深
かったニューヨークのワールドトレードセンタ

ービルの跡地、即ちグラウンドゼロの様子
を見てきたので纏めてみた。

予想どうりWA→ボストン→NYと航空機
での移動では検査は厳重を極め、孜々一

行五人の外国人はいつも荷物はⅩ線検査

だけでなく蓋を開けて中身のチェック、靴を

脱がされて踵に何か隠していないか乱暴に
′一朝り曲げてみる、金属探知機はカ仏の包み

＿．虎のアルミを丸めてボケ赤に残づていたの

にもピーピー反応するという徹底したもの。

出発時旅行社から下手に文句を言わない
事、逮捕されるか飛行機から‾‾卜ろされるか

らと注意を受けていたのでまあ時節と場所

柄仕方が無いとおとなしくN．Yに入ったの

は1月17日だったが到着してみて直ぐピッ

クリした。何と見違えるほど街が給麗にな
づていたのである。NYは何度か訪れてい

るが道路は紙くず塵だらけ、スリかっぱらい

で物腰、地下鉄は落書きだらけ、冬はマン

ホールから蒸気が腰々（東海岸の都市で
は水道と同じように熱水も配管されている

がそれが彼方此方で破れ路面が見通せ

ないのがNYの冬の風景）であったのか前
回訪れた十年前までの姿だった。それが

道は給魔、警官が多く出ているので安全
な感じ、地下鉄はステンレスカーで落書き

∴∴∴∵∵㌦∴、
、子の落書き魂の凄まじさを実感した次第。

グラウンドゼロは昨年12月末、多数の訪

れる人の為に見学用のプラットフォームが作
られたが一度に五十人程が限度の広さな

ので整理券が発行されている。我々一一一行
はそれを貰いに遊覧船のチケット売り場へ

行く（そこで一緒に発券している）明るい内
にグラウンドゼロを鬼たかったけれどもう午
後六時以降のチケットしか残っていなかっ

た。什方ないが今口の券が残っていただ

六十七歳で転職
中村　正春（61匡】）

今春五月、土木技術者として四十五年間勤め

た建設会社を退社し、六月から（棟）中村ボーリ

ングに転職し営業を担当しているかこ苦戦続きで

成果があがらない。七月二十日の「海の日」に計

らずも国土交通省関東地方整備局長から表彰

けラッキーと思わなければ。それまで近辺

を歩いてみた。ウォールストリートの証券取

引所の周りはバリケードとパトカーで一般人
は近くにも寄れない警戒が今も続いている。

バスもタクシーも一般の車も星条旗を立て

たり窓に貼ったり、花屋が何処も繁盛して

いるとの事。さてグラウンドゼロに近づくと

周辺は高さ3メートル社の板塀で闘われ中
の様子は全く見えない。その板塀や近くの

教会の鉄柵などに訪れた人が残していっ

た物、帽子やマフラー、人形、写真、日本

人であろう千羽鶴も幾つか見かけた、メッ
セージと共にそれが隙間無く続いている。

年寄り、若者、子供づれ、多くの人が押し

黙って冬の早い夕暮れの中をゆっくり歩き

ながら観てゆく。これが大都市N．Yの繁華

街のど真申の光景なんだろうかと周りと不
釣合いな空気の異様さが伝わづできた。現

場近くの高い木々の業の落ちた梢には爆

風で吹き飛ばされたビニールがまだ所々ヒ
ラヒラとぶら下がづていた。

見学の時間がきてゾロゾロと列を作づて

ベニヤ作りのスロープを皆うつむきながらゆ
っくり登る、二階ほどの高さのプラットフォー

ムに出ると、暗闇の中で地面だけが照明
され大型クレーンやダンプが動き回るあの

事件現場だ。

今でもNY市消防十を中心に昼夜で作
業が続けられているとの事、場所が広いの

で機械の音は騒々しくなく低いゴーという唸

りに似て、之が何とも異様な音響で、ここで

亡くなられた方々のうめき声が地から湧き

出してくるが如く、見ている人も皆押し黙り、
動かず、ぶら下げているカメラにも手を伸ば

さず、ただ呆然と臼を見開いて顔を前方に

向けているのみという感じだった。大勢の

人が狭い所にひしめき合っている、白人も
黒人も東洋系も、大きい人小さい人がぶつ

かり合づて立づているのに誰も一言も発しな

い、動かない、押し潰された重い暗い切な
い沈黙、こんな経験は生れて初めてだっ

た。ついに係りの人が声を出した、次の人

が待づているからと「ムーブ、ムーブ」と声を
かけると人々はゆっくりと帰りだした、もう30

分が過ぎてしまった、アツと言う閏の感じだ

った。スロープを降りて行く人達の後姿は
打ちひしがれた者同士が寄り添って寂しく

帰る、そんな感じだった。

を受けた。恐らく永年水域の低質（ヘドロ）や水

質浄化の水環境に取り組んできた事への駄賃だ

と思っている。ボーリングとは地盤を穿孔して石

油、天然ガス、水井戸、温泉の他に、地質構成を

明らかにして建造物の基礎設計に必要なもので

ある。最近は工場跡地等の土壌汚染や地下水汚

染が顕在化しており、当社も土壌汚染の実態調

査など環境問題にも取り組んでいる。同窓の

今NYで一番の人気商品はFDNY即ち

NY市消防士（Fire Department of
NewYork）の帽子及びその他のグソズ。

何故消防士は今でも夜も続けて作業に参
加するのか？それは消防士仲間が死んだ

からではない。N．Yの消防士と警察官は

圧倒的にアイルランド出身者が多い、中で
も消防士は親子二代、三代も多く、今回の

事故では弟が、父が、叔父さんがあそこか

ら未だ見つかづていないんだ、だから俺は

今日も行くと言うのが多いと開いた。今問

題になっている消防士三人が焼け焦げた
星条旗を押し立てている写真をベースにし

て姿を銅像にしたそのひとりが黒人の体型

になづていた事に対■し異議を唱えているの

は【仁に消防の仕事は我らアイリッシュが努
めているんだという自負心が言わしめてい

るのであろう。マンハッタンのど真申にある

グランドセントラル駅（北からの列車の終着

駅で地下にある）のコンコースで消防士4、
50人程、縦3メートル位の一人　一人の大写

真が屏風のように立てられて展示されてい

た、開いてみたら之はあのビルから奇跡的

に年き残った英雄達だとの事、コンコース

から道路に出ると直ぐ老婦人が我々に近
づいてきて「写真を見たか？」と聞いてきた

「イエス、見た」と答えると「もう一一一一一度見ろ」と

言う、こんなお節介以前は居なかったよう
に思ったけれどN．Yも変わったものだ。

グラウンドゼロの割合近くのアパートに住

む日本人の方に話を聞いた。一番長く困

った事は匂いだった、十二月迄続いたとの

事、そして今憂慮されている事は、事件の
当初ボランティアで協力した民間人のその

後の精神状態だそうである。死体や強烈

な匂いなどあまりのショックに地元に帰って

から多くの人達で頭がおかしくなり立直れ

ない、その人たちをこれからどのようにケア

ーするか大きな問矧こなづているそうだ。事
件以来多数の退役軍人も召集され今も働

いているそうだがこの人適や消防士、警察

官には流石この種の問題は無いとの事、ボ
ランテげも時と場合により一時の善意と興

奮のみで参加する事は危険が伴う事を今

回は教えられた。R本ではこの種の情報は

殆ど伝えられていないように思うが、教訓と
して心に留めおくべきであろう。

（2002年5月13日筆）

方々からのポーリング調査依頼を切望している。

祝日r滞・：，‾j甲－■1　　■こ’会
主催r滑の日」≡己急場驚竜野行毎毘会

連絡先′／小、用i大沼tlけ1－411－78℡0∠ほ3＿13＿7756
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遂 に 完 成 ！世 界 最 大 の パ ッ チ ワ － ク 量 陀 羅

片桐靖忠 （6 7 回）

世界最大のパッチワーク・マンダラができ

あがった。

この壮大な話は、ほんのちょっとした事か

ら始まった。今から8年前のこと、ネパール

の子供達のためにマンダラ等を売づて資金

を造り、学校を建てようとした男が日本に

やってきた。名はスルジェ・タカリ［NGOネ

パール仏教保存委員会会長］。ネパール

はヒマラヤの麓、ツクチェ村の出身。

マンダラは、日本の不景気を反映して売

れなくなづていた。20世紀は戦争の世紀と

言われ犠牲者はいつも女性と子供。だか

ら今必要なのは平和を訴えること、教育の

場を作ること。スルジェは自作のビデオにネ

パールの子供達の現実の様子を写した、

28分のVTRにメッセージを込めて人々に訴

えた。その男の話に共感して平和を訴える

世界一大きなマンダラを作り、イベントを企

画して資金を集め、ネパールにテクニカル・

スクールを作ったらどうだろう。きっそくカト

マンズで発起会が行われた。60人もの僧

侶とアーティストがチベットやブータンなど近

隣の国々から集まりこの大きなプロジェクト

に参加できる意義と喜びを全身で表現し

た。その頃、ネパールの南部、インドとの国

境近く釈迦の生誕地といわれるルンビニ聖

地公園（1997年世界遺産に登録）の　一部

（80mx80m）が当プロジ土クトに永久貸与

されることになった。

20世紀が終わり新しい世紀が始まる。こ

の始まりに人種、文化、宗教の違いを超え

て世界の人々が助け合い共存できる、平

和な世界を作ろう。

パッチワークでマンダラをつくろう。世界

の人々が見々の部分を縫い、それを隣の

部分に縫い合わせる。曲目の部分が集ま

って誰も想像しなかった大きなパッチワー

に分割。全体で2916のパーツが出来上が

る。この1パーツの大きさは、縦127cm横

90cm。オペレータは24時間体制で山力に

挑戦。真冬の2ケ月間をフル稼働。一方、

並行して原画を写真撮りし、原画の再現色

を40色と決め、ボランティアの地道な手作

業で、なに色の布が何メートル必要かを割

叫lトi、

6000メートルもの布が織りあが）、染め卜

がると再びボランティアの手で色ごとに布を

切り分け、出力された絵柄とセットにして81

のグループに配布される。それぞれにキー

パーソンを立て、全ての責任をそのキーパ

ーソンにボランティアしてもらう。受けるキー

パーソンも肉体的、金銭的な負担覚悟で

かかる大変な仕事だ。（81分の1を仕上げ

るのに36人から150の人々が協力した）。81

分の1でも縦7．7メートル械5．5メートルの大き

さがありパッチワークでは誰もやったことの

無い大きさである。

世界で81の列レープがこの難事業に取

り組んだ。

知らない人同上が一つの、ド和のシンボ

ルを作るために力をあわせボランティアす

る。そこには自分の、組織の、国の利益等

ク・マンダラが出来上がる∩世界の人々が　藍
平和を合言葉に力を合わせて　一枚のパッ

チワークを作り上げる。それこそが平和を

願う世界協力だ。

1999年7月、ブータンの僧侶ティレイ　ノ

ルプに原画を描いて貰う。約2メートル×1．4

メートル。弟子5人と9カ月かけて描きあげ

る。その原画をコンピュータ技術で70メート

ル×50メートルに拡大。それを縦横9等分、

81のパーツに分ける。それを史に縦横6つ

考えない、純粋に人のために何かをしよう

とする人々の輪が出来上がる。各地で

次々に出来上がる81分の1の絵柄は同じ

物が無い。隣のグループと絵柄を合わせる

ため、細心の注意を私づて制作する。縫い

上げた人たちは、一様に大仕事を完成し

た達成感と満足感で満たされるという。各

パーツが完成するたびに各地のメディアが

紹介する。

マンダラの宇宙観、プソダの説いた「あな

たが隣の人をケアーすれば、その人もその

隣の人をケアーする、そして、いつか全く知

らない人ともつながり、ケアーすることにな

る」という教えにもつながる。

寛容とやさしさで平和な世界を作り出す

ことが出来るだろう。　　　　　　　　′ヽ

4月29日、とうとう81のパーツ全てが縫い

あがる。YKKはこの81のパーツ全てに特

別なファスナーを縫い付けた。いまだかづて

誰も見たことの無い世界最大のパッチワー

クによるマンダラが1枚につながる感動の瞬

間。最後のパーツがファスナーで繋がった

時いっせいに歓声と拍手が沸き起こった。

横浜アリーナを埋めつくす巨大なマンダラ

が静かに私達を見つめ返していた。

とうとう、この世界最人の素晴らしいパッ

チワークは10000人ものボランティアによって

完成した。平和を呼ぶ大きな力となる為に。

この日の為に、多くの同窓の士のご協力

を頂きました。紙両をお借りして感謝を申し

上げますも

蔓陀羅全貌▼
／‾‾＼

小量陀羅一部分

片桐氏（左）▼
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第59期卒業生新潟玲龍会

登ご㍊通遮乱h－∴∴㍉膏難
兼碍割． 窓会 鉦霧
　　　　　 ′≒：済常 闇 璃　 幹車磯 裏藤

「第25回東京青山61期同窓会」が、恩師

大橋禎助先生をお迎えして、平成14年6月

8日（十）午後6時から新宿西Uの「新宿

モノリス」で開かれた。参加者51名。

この会は、昭和28年新潟高校61期卒業

生（322名・A－G組）の同期会である。

昭和53年に東京在住の有志で開いたの

が最初であり、年々盛会となった。現在、幹

で確は持ち回り、毎年6月、都内の集まりやす

、い場所を選んで開催している。今年はG組

が担当した。

当口は口差しの強い口であったが定刻

に開会。まず物故者のご冥福を祈り、大橋

先生のご祝辞を頂き、懇親に入った。

70も近くなり、さすがに酒量はやや減った

ものの、勝手知ったる間柄、気安く新潟弁

が飛び交い、心行くまで歓談が続いた。

平成13年度・会費納入者一覧

H13．10．1－H14且30現在まで

l［l中　止吾

本山　信城

43回（6名）
梅H　悌次

通信制8回（1名）40回（2名）　　′卜沢　省三

仰鮨　秋子　　　会田　俊雄　　l匹見　嵐■よ

36回（2名）　　■・．■川l　信川　　　滝沢　義雄

斎藤　英川郎　　41回（4名）　　　野揮lE舛
八木　陣　　　／l二十嵐　冨郎　　本はJ：武

37回（2名）　　仰慮　・雄　　　44回（2名）

馬場　孝一一郎　　布施　栄右＝i　　　斎藤　仰碓

高野　政夫　　　尺＿名　草半　　　坂一件　僅一・

38回（1名）　　42回（3名）　　45回（5名）

丸山　岩二　　．・：盲億　二郎　　　大滝　俊人

作境に入ったところで、租単位で記念写

真を撮り、懐かしい校歌、応援歌を全員で

声高らかに歌い上げた。

最後は、来年の卒業丈）周年記念入会に、

元気で再会しようと約して散会したのである。

ところで、本会は毎回、50から70名が集

川村　明義　　　松永　いfる

．・．r古橋　泊　　　　48回（3名）

野漸　秀雄　　　仰膝　索1
貼場　義朝i l1川　利一男

46回（5名）　　　藁科】l三共

相野　藤　三郎　　49回（10名）

上杉　栄　一　　　　赤侶　正敏

】叫澤　止　　　　Jll　止

編出　弘　　　　l汀dィ、治雄

去る9月26日ホテルセンチュリーハイアッ

トに於いて、59期同期会が開催された。

卒業して51年が過ぎ、古希を迎える年齢

になりましたが、同期の者同志が集まれば

歳のことなど忘れ、皆十代の学年時代に

戻ったような気分で、良く飲み、食／く、語

り合づて楽しい　一時を過ごしました。記念

撮影をし、最後に校歌を斉唱して散会致

しました。

出席者　池凹正文、梅沢貞雄、人山久、

園城英二、笠井駿、栗田順之、栗林貞一、

栗林洋、小池和男、河野誠、小林栄作、

小林幸久、眞H八束、渋木幸三、高橋春

夫、長橋敏雄、花井進、11日王＝場一、吉田

陽吾、渡辺満　　以上20名

幹事の一言。

もう少し参加者が多くなることを希望して

居ります。

まづており、欠かさず今日まで続いている。毎

年会う仲間、数年ぶりに会う者、話を聞きつ

けて初参加という人もいる。

また、新潟在住の仲間との連携も強く、平

成5年には卒業40周年記念として、瀬波温

泉「汐見羽二」で、平成10年には45周年記念

として、「岩室温泉『棉屋』で新潟勢と合同

開催。懇親とゴルフを楽しんだ。

本会が末永く続くことを心から祈るもので

ある。

G租幹事　藤田太郎

く▼第61期卒業生同期会

本間　佐′之　　　戯け　義良

山‖　央世　　　付目】

50回（13名）　　51回（6名）

▲柳　俊夫　　　浅比　イF人

日韓　倍大　　　　上野　仁

小具　雌　　　　で堀　仰∴

什腱　剛　一　　　視≠」カ

瀬谷　誠　　　　北村　茂

占■占席　捲　　　　　下一基　楽人

HlH－1苗一男　　　梶rl】勝清　　　塚野　俊彦　　　52回（9名）

47回（4名）　　　梶原　計件

木村　和郎　　　　L藤　弘安
小形　吉　二郎　　小村　戯徳

斎I座　しよう太郎　イ‾二俣　武人

敦賀「な　　　　阿部　利夫

寺川　秀夫　　　北村　新平
時町　勇司　　　児島　詫

「l側‾lrl■信　　　　斎藤　茂美

腐1鮨　春五郎　　盛山　淑郎

坂Jト　保也　　　出しLI

凡紺l　欣潮　　　渡辺　義降

橋本　義寺」二　　　55回（9名）

敬川　剰　　　　阿比　威一汗

53回（11名）　　倉茂J印判

安通　信／】こ　　　斤膝　健　▲

H永　丁一隼　　　T一葉　繁i台

小嶋　尚美　　　中村　Ll二義

近藤　圭　‾＿　　　　拒　健

佐藤　良策　　　水沖　悠紀郎
．・．r紺　鵜　一　　　村山　義夫

中島　常雄　　　青原　賢二

助ミ　時男　　　　56回（73名）
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赤坂　長弥

靭比奈　和三

阿部　弘昭

荒井　宏

飯島　昌弥

石崎　和雄

石田　智

石田　恒良

市川　7▲尋
伊藤　武

井＿L二　菊雄

指宿　敏

今井　息平

内Ill　二

人谷　紳児

大野　利夫
加藤　勝則

金子　昌次郎

川田　幸雄

北村　晴四郎

木村　直平

久慈　正彦
久保田　剛敏

幸田　慶治
小嶋　秩夫

′ト島　直孝

小林　昭　▲

小松　重男

近藤　源也

プ引日　和平

坂井　洲二
佐藤　平喜

lt‾・L J

塩見　戎三

菅原　悼

鈴木　立身

鈴木　正安

鈴木　寧

清野　誠二

′ト野　塔形

Ⅷ
鯛
舶
鮒
棚
欄
禰

晰
矧
臓
鴨
鵬

葉

棒

材

谷

武

瀬

本

子

千

長

野

長

子

靡

藤

益

潤

沈

保夫

秀三

止博

欽次郎

恒徳

佐藤　明夫　　　丸山　敵視
田中　浩次　　　宮田　庄之助

蕗谷　秀雄　　　山崎　良一

細月　実　　　　山本　淳大

堀内　俊夫　　　61回（34名）

松井　憤平　　　浅見　昭夫

宗柑　泰四郎　　伊藤　典子

村山　保　　　　風間　博
毛利　剛　　　　河辺　全也

望月　和明　　　木村　政雄

福田　滴　　　　熊谷　隆幸

本永　祐嗣　　　小池　英彦

山谷　昭栄　　　小池　弘

59回（38名）　　小鴨　哲夫
池田　＿正文　　　小林　ノ已雄

板井　桁　　　　川崎　栄一
牛木　兼吉郎　　斉藤　仲昭

遠J鮨　欽蔵　　　仰藤　敏夫

大島　洋一　　　柴野　良一

大山　久　　　　杉山　由人

岡田　久　　　　助川　孝雄

奥村　繁樹　　　巣山　誠之
小熊　英夫

小村　幸久

／l二十嵐　信　▲郎

石1度　利男

小鳩＋和了▲

笠原　恵

高橋　良行

馬場　政説

彦坂　道迩

村山　弘義
山川　蚤

山田　恵一

油本　暢勇

佐々木　組美了▲

柴野　忠子

田中　澄夫

丹羽　央彦

二宮　靖彦

野水　宏樹

林　武郎

半渾　弥栄子

棒　楯一郎
宮崎　一彦

室　由紀子

金了▲　止史

川H　昌人

関根　俊明

高橋　道子

田辺　豊

土田　進
野川　晃一

福島　治
山宮　士郎

若井　正嗣

渡辺　允雄

64回（32名）　　吉田　六左工門　渡遊　蔭介

阿部　欣司　　　せ頭　陽一一　　　渡部　美那実

椅杵　柄音　　　67回（15名）　　71回（13名〉

牛木　容三郎　　石井　幹男　　　井上　麒
太田　健治　　　一柳　馨

柄沢　茂　　　　小野　勝義

川U　徹　　　　大野　隆治

川崎　明　　　　風間　繁

木山　清　　　　片桐　靖忠

桑野　光雄　　　片山　忠一

斉木　幸彦　　　佐々木　邦夫
坂井　俊　一　　　高橋　三郎

坂本　昌弘　　　高備　信夫
佐藤　亭　　　　酉　章

佐藤　茂司　　　前田　康久

品田　亘　　　　山田　卜市

柴野　数雄　　　山田　尚男

内山

柄沢

太田

大場

小飯

小林

斎藤
佐藤

高橋

博
卓
裕
萄
塚
碧
誠
縫
直

中村　英一

堀　7清忠

三澤　京子

高橋　保

淡多腰　明

煉　信一ニ

ー‾三田村　健

野
泉
村
藤

小

小

川

斎

75回（31名）　　桜井

青木　典明　　　篠山

有薗　順子　　　免H

伊藤　公　　　　清田
植木　菊夫　　　中林

真知子

降晴

利
樺
稔
敏
幸
瀦
健

戸枝　秋夫

登坂　和生

西山　信好

投下　止寿

86回（5名）

朗　　　伊佐　アキ子

子　　　斎藤　健

広田　淳子
前田　智7▲

稗村　由龍夫　　松H　元男　　　tr腰　重三郎

岡田　政文　　　向井　美夜7－　　87回（5名）

大過　公平　　　肥田　博子　　　及川　朋子

大塚　恵子　　　古井　譲　　　　清水　忠明

大野　敏雄　　　吉澤　智彦　　　田口　操

大原　常三　　　渡辺　茂　　　　南　正人
笠井　息　　　　79回（8名）　　　渡辺　政城

川上　滋　　　　′　田　章治　　　88回（7名）

小泉　愚行　　　小原　正男　　　今井　信一郎

小出　公平　　　河　正子　　　　岡本　泰子

後藤　輝雄　　　斉藤　浩爾　　　木全　茶代

斎藤　章二　　　西口　幸男　　　小竹　聡

佐藤　邦雄　　　星名　健二　　　諸椅　博樹
曽才堂　正男　　　牧野　剛博　　　艮谷川　隆

高橋　正　　　　山口　浩二　　　渡辺　哲也

田辺　省一　　80回（2名）　　89回（3名）　′「

千m　武　　　　小野　秀子　　　岩野　尚子

長井

72回（20名）　　野崎
仁
茂

玉木　友二　　　紺野　由紀子

81回（7名）　　　中野　まさみ

鴫岡　拘　　　　吉田　一郎　　　阿部　正憲　　　藤井　建　▲　　　荒川　洋　　　　90回（2名）

治水　良男　　　68回（24名）　　有山　敬子　　　藤縄　利勝　　　尾山　尚　　　　木村　和人

新谷　昂百J　　　安達　雅巳　　　石口　庄　　　　本間　彰　　　　上村　隆　　　　田辺　文
高橋　正幸　　　阿部　尚武

金巻　久　　　　竹尾　昇　　　　田巻　克　　　　伊佐　早幸男

樽谷　全一　　　田中　耳　　　　田村　康一　　　江上　雅子

棄林　洋　　　　田中　忠夫　　　中島　仁　　　　上付　嶺了▲

栗林　貞一　　　田村　文男　　　中谷　光隆　　　平野　俳

小池　和男　　　鶴巻　止義　　　中山　供彦　　　久保田　幸郎

河野　誠　　　　時岡　泰　　　　早川　周作　　　熊谷11笥武

小城　一駄　　　長沼　雄略　　　星　満　　　　　斉藤　正米

高見　久義　　　茂泉　蕎彦　　　長谷川　耕一▲　　堀　健次　　　　佐藤　敏
田代　九郎　　　渋木　幸三　　　長谷川　義明　　三凶　六郎　　　重野　康人

建部　恒帝　　　下條　貞友　　　長谷部　良雄　　山根　仲之　　　進藤　喜代了▲
田巻　宏治　　　国城　英二　　　丸山　通夫　　　吉川　要輔　　　滝沢　猪

口村　道一　　　高橋　晴夫　　　村山　健　　　　古田　農林　　　寺尾　正大

照木　仁　　　　高橋　正利　　　谷田　部侶　　　65回（22匝Ⅰ）　　小村　秀子

永井　喜八郎　　高Ltl　昇二郎　　山田　充　　　　飯村　厚　　　　浜H　庄司
中川　彰　　　　長鳥　一一一▲郎　　　安宅　久慈　　　池野　浩　　　　藤田　伸二

中川　邦司　　　長橋　敏雄　　　62回（24名）　　伊藤　忠明　　　増子　藤男

字柾目ll　由美　　宵　純一　　　　近藤　敦　　　　91回（1名）

勝見　修　　　　萬歳　信裾　　　笹川　典男　　　酒井　祐司

黒木　トシ子　　村山　勝　　　　堀川　良史　　　92回（1名）

小林　正昭　　　川崎　信行　　　鰐淵　博　　　　白坂　和久

休藤　護　　　　吉相　久雄　　　82回（8名）　　　95回（1名）

斎藤　俊正　　　76回（24名）　　H卜部　朋子　　櫛H　篤実
自勢　春輔　　　岩煉　俊介　　　小池　康男　　　97回（1名〉

隅木　降　　　　久住　治　　　　沼田　甚

高橋　忠　　　　小田　高久　　　小亦　斉

高橋　祐介　　　尾張　明芙　　　斉藤　滋

冨田　由李　　　海部　利史　　　成田　■「稔

太刀川　手－▲　　近藤　藷邦　　　西山　活7▲

中地　光子　　　指H　久美子　　吉田　実

花沢　満　　　　柴山　明雄　　　83回（7名）
松永　宏五　　　島　健介　　　　入沼　敏夫

矢島　邦夫　　　鈴木　茂人　　　遠藤　光郎

渡辺　毅之　　　竹内　渕主義　　　佐野　栄二

中島　顕　　　　納谷　喜郎　　　安食　恒昭　　　川上　肇　　　　松橋　英夫　　　73回（8名）　　　田澤　康樹　　　杉本　信昭

中村　晃　　　　丙野　武　　　　池田　昌之　　　川合　英次　　　鎗居　秀禎　　　阿部　裕　　　　田中　邦直　　　高山　任郎

中山　昭　一　　　花井　進　　　　石本　悦夫　　　久保田　泰雄　　渡過　公夫　　　石黒　久　　　　谷沢　承子　　　山口　虎彦

成田　順治　　　藤原　幸雄　　　石黒　恒　　　　小林　止　　　　渡辺　春彦　　　遠藤　裕久　　　太原　まゆみ　　横Ill　修

庭Ill　六郎　　　水沢　邦弘　　　内山　隆之　　　佐藤　貞夫　　　渡辺　千艇　　　萱竣　成郎
蕗谷　硯児　　　皆川　潔　　　　大高　康夫　　　佐藤　武行　　　渡部　治子　　　田巻　裕

藤井　泰介　　　山崎　徳左術門
藤田　和夫　　　山田　和雄

伏見　康　　　　山田　陽一

堀藤　四郎　　　日吉　一成

増田　祐孝　　　吉田　陽吾

松井　昭五　　　若木　滋

小黒　昌一

熊谷　恒夫

小池　健治

小島　研也

佐藤　勝彦

仙膝　武司

三上　呂　　　　60回（25名）　　鈴木　魁
三崎　正一　　　五十嵐　康男　　H子　元

皆目　正男　　　ホさ．1よ」忠十　　　田中　毅

宮田　和明　　　石m　帝　　　　永井　梓

宗付　禎三　　　市村　督　　　　巾村　忠彦

村松　戊樹　　　岩田　幌　▲　　　藤井　則忠

山口　和郎　　　小川　秋実　　　藤原　写す

Ill戚　教成　　　落合　夏樹　　　帆刈　宏典

山川　幸輝　　　金山　常吉　　　　二滴　愛　三

Ill田　陣男　　　小川　直　　　　皆川　並
山中　紀行　　　小山　彦　　　　本井　孝幸

】ll本　章正　　　近藤　絶入　　IltH　信一一

渡辺　友也　　　高城　典雄　　　63回（12名）

57回（2名）　　　高橋　明男　　　浅野　康　一

三林　輝夫　　　69回（13名）　　中野　治

柴渾　大五郎　　青木　利祐　　　成H　常也

渋谷　唯　　　　岩尾　信宏　　　内川　弘道

鈴木　衛士　　　小異　朋弘　　　74回（20名）

閲　兵　一郎　　　岡田　尚子　　　藍沢　幹人

半澤　責　　　　任藤　孝為　　　池　▲

三浦　進次　　　清水　一男　　　イ「井
水野　左敏　　　田畠　秀夫　　　石山

山崎　耕一　　　服部　千尋　　　和泉

山田　誠之輔　　樋口　正臣　　　岩城

山H　寵　　　　　松尾　健司　　　　上国

Llt本　和親　　　矢川　一義　　　江Ll

吉田　治彦　　　山崎　高明　　　人滝

66回（19名）　　山H　建男　　　′ト木
阿部　＿三男　　　70回（18名）　　加門

内H　走寛　　　猪口　孝　　　　加藤

菊池　‾和白郎　　岩城　忠之　　　菊池

川上　寮　　　　魚谷　茜　　　　Ⅰ二藤

木‾F　功　　　　岡田　利邦　　　笹川

梢谷　園男　　　加賀田　則夫　　佐藤

柘

箔

潤

修

久

則

均

悪

文

停

隆

義

雅

浩

平

則

男

介

隆

m柑　俊作　　　84回（8名）

渡迫　英典

101回（1名）

才丁越　椰郎

102回（1名）

池佃］・哲郎

103回（1名）

松原　有里枝
105回（2名）

根津　純子

刺通　こずえ／、

106匡】（1名）

野本　裕史

107回（1名）

′ト橋川　嘉樹
108回（1名）

長北　学　　　　大在i賀　雅子　　藤田　和義

古川　恒一　　　唐澤　亜弥子　109回（1名）

細谷　洋　▲　　　湘在　昭弘　　　伊藤　喬史

三沢

森田
健
満

島津　孝　　　110回（2名）

田崎　正巳　　　伊藤　誠

湯本　雅恵　　　野村　陽太郎　　渡辺　莱衣子

渡辺　拡　　　　星野　郁夫
渡辺　雅夫　　　　星野　船英

77回（10名）　　85回（16名）

片山　等　　　　雨木　若慶

北上　敏栄　　　荒井　裕子

北村　　▲疎　　　石津

神ノ‾r　裕

斎藤1；f
杉崎　良実子

角南　兼朗

田原　隆夫

艮谷川　東

山田　民夫

78回（16名）

太m　秀樹

今井　豊塵

下野　篤子

入谷　郁夫
l射　iJ＿

久保m　浩

俳藤　康

笹川　康雄

塩H　我1歳

杉林　苧

t年会費未納の方は、同封の振替用紙にてまたは指定銀行口座までお振込下さい。（1口1000円、2口以上でお願いいたしますし、）

感謝

56恒l学年幹■♪宗

村領一i氏のご局

力により、70名の
会費をご入金いた

だきましたしこ

（串務局抒）
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京青山同窓会
知らせ

【日時】

平成14年11月15日（金）

P．m．6：00　受付開始

P．m．6：30　開会

【会費】
一　般　8000円

女　性　6000円

大学生　3000円

【会場】

東京全日空ホテル
港区赤坂1－12－33

TEL．03－3505－1111（代）

【年次総会】【アトラクション（津軽三味線）】

【懇親会】

最蕃り駅摺池山王駅・13番出口】報座線・南北線

【六本木一丁員駅・3番出口】南北線

路線ハス【赤坂アークヒルズ前】下車　都01系統／新橋駅一渋谷駅

’】1同窓会では、皆さんからの情報を元に常に会

員の住所録をコシピューターにて更新しておりますも

「同期会をやってみたいlナれと、皆の任所がわか

らない…。アイツは今どうしているんだろう？Jな

どとお思いの〟は事務局までお尋ね下さい。学年

毎のリストを川力してお僻ナいたしま一弘

ご希望の空室と、 ラベルかを明記し、連

絡先を書き添えて事萄局宛FAX．をお送りください。

FAX．03－3423－1692（日下部・82回）

1住所リスト1学年／3000円

■宛名ラベル1学年／4000円

偶 数 月 第 二 火 曜 日 の 会

1人′、♪ン～ジ、′、津城上4－■】、皮相 すご疋′∨′二二こぶJJ忘
1 2 ／1 0 （兼 ・忘年会）

￥こ～汰∵、：′二八千朋 1：5 1眉股の マナ妃、　 ′　′′、ゾ
2 ／1 1 ・4 ／8 ・6 ／1 0

日本 海 庄 や （赤 坂 店 ）7 時 ～

港 区 赤 坂 3－1 3 －7 T e l：0 3 －3 5 8 6 －5 0 0 3

場所も時間も定例 です。

ご自由にご参加 ください。

デビューCD

高橋竹秀TakahashiChikushu

1974．9．19

新潟生まれ。

新潟高橋竹山会∴代目会主である

母、高橋竹青の元で、幼少より三味線

の音色とともに育つ。

9歳より本格的に三味線を始め、14歳

で竹秀の称号を受ける。

2001年6月、アルバム「新風」のリリー

スと同時に、プロデビューコンサート

を開催。2001年11月にはハワイでチャ

リティーコンサートを開催。以後、国内

外で多くのライブ宮古動を行い、好評を

障している。

その演奏は、繊細さとダイナミックさを

あわせ持ち、竹山流の正統献承者

として、注目と期待を集めている。

2002年5月、フランス・パリ公演を高橋

竹童と共に務め、大絶賛を浴びる。

師竹山ゆずりの美しい音色には定評

があり、急成長を遂げている。

■訃報■
平成13年6月の返信にてお知らせ

いただいた方々です。
樋口　政和（24回）
斉藤　一一雄（29回）
浅海　勝治（31回）
佐藤　岩男（331回）
野澤　止司（34回）
竹内　仁幸（34】Hl）
入沢　健二（35回）
棟木　正平（36Ⅰ司）
古関　朔郎（361司）
坂井　寿夫（41匝i）
富木　憲治（44回）
伊南　光（46回）
松永　黍（47回）
宮路　歳男（49回）
木原　陽（52【叫）
石田　恒良（56回）
本田　勝（57叶）
野沢　七男（64回）
桂　重照（66回）
水卜　紀世子（67恒l）
横尾　治√一（69回）
竹石　博亮（73Lpl）
山沢　俸‾三（81回）

心よりご冥福をお祈り申し上げます。
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～H14年度　新人歓迎会への出欠はがきと会費振込用紙に添えられた近況です。～

36回・関昇
斉藤英四郎者がなくなった。無群をしたようだ。クラスのためによ
くやってくれた。「ll好きを見ず」を知すごいるのは小Jtだけのようだモ
41回・五十嵐宮邸
秋出市在住の学友は鏑矢中でいるので、一一日も早くおそくも中旬
には　一泊二日の予定で行く予定です。脊【ll同窓会の会nだった
兄と末弟はすでに逝き、あとはまずに正骨な体課Jの私と1国杏子の
次弗が年きているだけです。

1　41回・伊藤【墟

7　会費納入の同年の人が4人とは発きでもへポ碁とミニゴルフ」は
痛に堪えて頑張っています。
45匝】■野瀧秀農
7年前に大腸ガンと肝臓ガンをやり、今はその余波で体調のいい

時とよくない岬とか変71＿にやって来ます。欠席させて卜さい。
；　46回り小熊幸男
†（200挿）昨年8月傘おを迎え、牢なみに元ふくで鶴1川2日川

I ll146L到（仁‖ll会館川細川1楯者24名（糾0％）最後になります＞
1　47回・廣政順一
老兵は消えゆくのみ。いまはとても人弛みのお付き合いができる
状況に非ず。今後ご連絡などすべてご放念Fさいこ
49回・赤松元数　日か養生申。ガ命に甜一丸

暑…器莞器桂認諾完黒目紺…仙505
l　50匡］・松原明
†　今州まスケジュールが菟全に重なり行きたいのはIl】々なんですが
失礼させて頂きます。よろしく
51回・藤島武雄　先約あり欠。御腸会を祈る。
51回・浅見信夫
に14．4．6多球平より上記旭が丘に転居致しました。名押。汀rLお晰

i　　い致します＞
152回・渡辺達飾
i　会瀧の措上では、ブランドん■rの人物のみをのせ名も斯き・TtのTf在
●　　を忘け1ている。先郡、後作、同期の関係は、縦と枕のはずだ∪衣
l　血のみのl撒会にあら鶴鋸・巨仙
52回・佐藤昭三
昨牛の恥の手術をやり、漸くl叶仮した所です

l　5姻・大塚幹雄
●　　折角のご案内ですが、当l　別会合と慮なlはすので上に手Lしまう二
l　ご盛会を祈ります
1　53回・岩原昭
●　6′7（企）53lnl革の有．よで車1柑」の近零リj君（家族．汁画国際l払力
†…・】機局長）が国運の人口雲智・路の祝幻パーティを閲きまL

1　53【已・長沼退典

i　相変わらず病気引飽もり巾です∴悪しからず、お消しを乞う〔
●　　53Ⅰ司・上田淳一郎
I　小往、平々凡々たるl］々を送っておりまも
1　58回・大門啓治Il14咋l度、会費納めます⊃
●　58回・片桐啓三
l

：　敗芽誠司（元祖大学長の小さな純防j塑動の1つとして鍼灸桁擁
l

．　院を年中無休でや一二でいるため、なかなか相席できませ人用
，　58回・佐藤楕

l　＃柵をむかえ端々ノL宗に過ごして停㍗）ますも市川針合の此方玲朗i
●　J弛念には皆勤して）．1‾ります＞

159匝卜岡田久
l　　什所同じ町字．ですのでよろしく＝‘■■は．請は変わりありませんし．

●　59回■花井進1

：　先日のアルビレックス新潟l≠弧隠後攫会．没・ン二線会ではお世抑＝
l

．　なlはした。またお′ヴ真あがとうございました。
1　59回・小城一廣

l　海川棚州二村欠席数しま‾丸催会を附はす、栗林会長によろ
●　　しく、、

；5姻ヰ木葉吉即
．　ワールドかソプ取材でり川・は1佗びまわってますも川棚できなくて戚
I　之です

1　59回・長島一郎　御濾余を折りま丸
！　59回・藤原幸雄
体洲、雑務、等で申し訳なく欠席させていただきます1
59回・青H鷹l吾
’■＝1勤務〝）ため欠席させていただきまrL柴休会火によろしく′

15g匝1池田正文
●　　今隼引用】巨二日目美川Ll樅一圭也にて小姓の油日■凧閲展をl朔催致
1　しまう　おおJいでがあれは一一一一一

1　59回■遠藤故意
！　あまり人に会い工：くありませんり牛なのでしょうか∩ゴルフだけが′l－

きり盤の今日この頃です，
60回・長橋涜
残念ながら所川があ別桝借できません÷盛会を祈念しています
60回・高橋正樹　正宗に過ごしておりま‾れ

i　　60回・千葉潤
！　哀払新鮎の＼．11JZり会で伸問と梨しくやイ⊂ます。■川rM倉たIi

l　の斬棟の益々の制発根を榊けり■l■い－げまう1

1すみません、今付く休みとさせて裁きます、
60短い坂井或：失

地ノ」の　二爬IlJ‾の環境促や一群．来会委11をしています　川艇卜けてい
たす＝め連坐が遮れロIl．県ありません－

；　60回・後藤雅章　返りl址れて申し．択ありません〔
1　60回・掛橋尚賢

l　怨舶ですが私こと60lHr人ノア：ですが酔f＝則冊　‾守瀾匪仏で卒業
！　しておらず、仙地い‾に【ル≡蚊しておりま■も会津も払ノ）でいませんの
で、卜†」怨会のや桁なし、放念卜さい
61回・阿部徳二郎
定年退職絃l黒服保．澱押洞かルポランティ丁で「穴，多摩動物公悼lシ
ル′く－ガイド、LJl然叔ffセンターl帰．む多摩丘l竣〝）「l樵を守る会他

i　　61回・小池弘
1　会祁打ゴ：ilri▲で総会の総合「り会をされていた小林ノ山勘打拍1回）

とrrq第26号で同期会報告をされてた中村正雅若く6日計）を知り
両君の今後のご活躍をお祈り牧しま1も小林フ亡基E君は2年（G組）
の畔、Il＝■柑正春君は1年（G組）の暗共にJ司クラス。また中村君は
l口四中の同級生でした。r両J君共に改学が強かったと記憶してい
ます。
62匝卜佐藤勝彦
偉人なみ汗藤先鞭のご一沌袖をお祈り致しておりまった所用のため
参加出来ません。参会の先非諸兄姉によろしくお伝え卜さい。
62回卜帆苅宏典
ご撼会を祈念申し上げます。併せて各イ立様のご側上勝を祈念HlL
Lげます⊃
63匝】・村山弘義
北面迫での滞在チ定があり、欠席します）御盛会と会の轟々の
充失、御発根をお祈りしま寸。
63回・馬場政悦
非常勤で小便も三度の収入を裡ていま‾音も
64回・吉田豊祐
i墜くなりまし真二。申し訳あiほせん。
64Ⅰ司・坂井俊一　郡務山一つもご苦労様です＞
64周・庭山暢彦　ご盛会を心よりお祈り申ししけます。
64周・佐藤手
鞠案内をありがとうございました。さ11口は試験口と巾：なり残念なが
ら欠席になります
64回・田才邦彦
災人祉交流（小年会圭と）の旅行の前日なので、脱に残念【
64巨1・中谷光陰
木造根幹＿二階から見た雪をかぶった飯豊辿蜂、母と泉性、i三へ
お盆の墓参りに行く過小、幽堀通りで行き交った芸者さんの光景
が忘れられません。テレビで新潟の絵がl】1てもどこか分かりませ

64回・清水良男
御盛会をお祈りいたしまうこご椚肺の竹様によろしく。
64回・よこ田儀活
人変申し訳ありませんが欠席となります。益々の御確鹿を祈念し
ておりま‾託
64回・田巻亮
退くなりましたが、都合悪く残念ながら出席出来ません。
64回・津野慶治
部屋のリフォームの⊥7匹に入りドタバグして遊山が遅くなりLllL訳あ
りません。完全リタイアしましたが元気に過ごしておりまうも
64匡1・中谷光陰
心；・El窒1の卜「21波形が異．状で、無与群をすると親心拍子になるとl左者
に言われ、当地に留まっております。全日の皆様プJのご恍山喜・ご
多幸をお祈りLますとともに、物故者となった金目のご1・摘．tをよ〉祈
りしまった
65回・吉田治彦
他のサ定がはいづていたのですが変1史できたので、出席いたしま
すっ迎くなってすいません手
65回・関英一郎
小生同恩会なるものには余り興味の無い輩の一人だが、二イガ夕
でないと食べられない或る1－年エモノ1’があり、もう此処‾二十年近
くも食べてはいないので幸い丁肛その頃はクランクイン中ではない
し、佐波迄足を仲はせば旨い魚も食えるし、と卒業以東l叫卜五
年Hにして初めて七月の新潟1■f山には川席することにした「．
65回・横山修二
何時もご案内頂き、懐かしく揮兄しております1く日日は欠船させて
いただきますが今後典よろしくお敵いrllL卜げます1．
65匡1・丸山一敏　いつも大変おl県活になります。
65【司■佐藤武行
遅くなり小し．沢あ噌せん。以l揃から先約があり川棚できず柁念
ですがご∃腐会をお祈りいたしますニ
66匝】・内田定寛
柔道部UlSですこ台車」溝輔の森兄両人氏は1牛後雅です、」■【二し
くお†云え下さい。Jリ川にて失ネLLますが川。現イ】三週5回柔道茄
をつけ、＝某しんでいま‾策
66良い合田晴美
】耶監会の頃は什一往をやりくりしこ、J■】‾い頃アルピニストだったノことス
イスのHlみきをしている頃でrL昨年定年（（肝才け）人と′」隼のな
い什）ji・の私とでなかなか調喋がむずかしいl一々を過ごしていま
す〉
67回・池隆夫
′「隼♂〉こ川よりrlミニ塚よれ京都日‾＿．妃の住所　に移・lしこLました
67匡卜石田瑞穂
′川二も丈∴粟しみにをl‾＿させていただきます．
67匡ト大野隆岩　多くの州楯がありますように．
68【司■斎藤健弥
田上Jl‾の．浩をl用きたかJたのですか川根のみ、域念ながら欠府
しまも
68回・重野康人
′㌻隼lHN】11をお隼退職　現イl≡はNllkW搾りトワ一・1クで■．1ノーlJ
黍り（契約）として、＼IIKのイ川廿をしています、‾応、什告■業とい
うことで‾弓1
68［司・佐藤忠司
昨くl二足イ】ニ退職政しまlJニJパソコン寧日了でボランティアを寺】‾－）てい
ます、
68回・松橋英夫　圧所∵碇品番ぺ‾が変わりました
69回・松尾健司
りlJulにう′1、5隼ノ勅務した日本郵船株をお隼退職し、01．11．は
よりl軋址会封：〝）シー′テックエンジニアリングサービス（枕）にル就
職し、現在輔車lの人」‾＝出船所でl二撲りきよ軒として酢在■卜です
70匝ト澤田貴志
仙人†■■日経を．号かせるぴならば、【治すためのシール作をできるぴ）な
ら入れてほしいと思います
70回一金子正史
車J時も速覇†ありがとう一日郁Lたいと止しノつて一伊は‾石工その時はどう
ぞ宜しく∪
70Ⅰ司・t捨木正俊
7川UlのlJiH即巨のIll砧が少なくなり；1正しく．似′」ております

可一・・▼一・〇

70回・野川晃一　会月として引続き加入いたします。
70【司・野二村治
ルーテル教会の屋上から穀高のグランドが良く見えますっ明日は
6／8青陵祭があるようでうち
71回・中村芙一
丁旺上京の用務があり、久し振りに亜京会に巻加したいと存じま
す。とうぞよろしく
71匡1・大喝菊代　元気で暮らしています，
72匡卜渡辺穀之
新和ではワールドかソフサッカーで大勢の外l衷l人が．通れています。
72回・冨田由李
66回杜亜旦くtが昨年亡くなりました訂私の従兄です）
72回・高橋忠
夕艮念かつ申し訳ありませんが、所川のため欠酷いたします。
74回・山崎久孝
今年4　日こ28年住み倒れた所沢を離れ斯鮎にもどりました、止イi
術l≠小尾という11才JメLLjlスキー場のスキーロッヂです＞これで東
山と新視の両ノJの同窓会にHJ．駈できることになりました。
74回・菊地隆　また引越たよ－！
74回・大滝均
21日はノチのところ予′己が入っているのですが、その下定がなくな
れば、山解放したいと恩います。
74回・加門文隆
マレーシア人アサラクワ枚厨子キャン′ススり読．汁偲理を押’11してま
すし当［l、現地への州弘しのため欠雁させて頂きます。0腋紆柾の
益々のご活躍をお祈りqlL卜げます＞
74回・大石忠一
迦答が近くなりました。申し訳ありません。lい勺局番3桁に吏史。
75回・有薗1顕子
郵佃がなかなか妬かずはらはらしました。fi′ノ4（火）芯でした。
75国・官純一
週日新見へ寺‾fく機会があれ新装なった撲杏を見て来ましま：。
往々年を偲ぶ伴いはノ㌢はなく、時代の移り盛、わりを感じました↑
78国・肥田博子
5時討）分には会場に弟くようにします。今川は81L叫の弟がトムくし
ているので、凋；合がついたら参力目してもらいます烏
78回・村田光男
轟■占給者、私もそして文化をキーワードに様々な方々とまちづくりを
進めています。
79回・小原正男　哨菜訓糾1校へ通学■－い
85回・奥村基　今回は忙しくてflj旅できません。
85回・幸村仲
いつかは相席してみたいと施しいつつ、なかなか二粟規できずに伸）
まうも
85回・杉山真理子
丑－11は椚変わらず化粧品ク）安全作保証業務を行っています。
86回・前田智子　盛会をお祈りいたします。
88回・小竹聡
御無沙汰しております。棚変わらず教育学郡で適法を教えており
ます。いつも会報を梨しみにしております＞
88回・前田皇　5′′′1結婚しました
88Ⅰ司・渡辺哲也
7月より海外！助凝となりました。郵便物は＿卜混作所の方に送って
下さるように、よろしくお噺Ⅰいします。
89匡1・岩野尚子
ノナ】衰lも仙浩することができず、鍼念です。、】1日の御盛会をお祈り
いたします。
94匡】・坂上佳子
返送が近いmJLわけありません。二巨人の・k勅で1■＿】妃ll：J軒にリl
っ越しました。／ナは2人の娘の〉f車でにおわれでいます。
99回・保屋野みどり
も■減の為、姓が変わ　ました。／ナ勺三HJよりシンガポールに・緑川し
ました√代叩、性、■l哩十八爪√・
104回・星野由紀
先「lは／．宕授2咋雉の岬の友人に会い、止しい汁は．Iが1号くつきない
楽しい時を過ごしました－その後さらに輪が広が、虹には1・lJ放
念をしよう【と．il‾lL】liしています－
106匝卜大島典子
姓れて申し汀ありません。人′f＝を乍某し、新関にもどってまいりま
した∪いつもも会報を送▼ノていただいてあけがとうございますノ
107匝】・山本貴美子
アルバイトのためケ1r■】は欠施させていただきたいと且しいます二もL
Li」会がいないl舶よ・■・一応辿紺卜さい
109匝】・桜井習介
ノ夫門のため多少J埋れての参加になるかもしれませんが、楽しみに
し∴‾いまう二
10g回・新野貴大
所Jljにより、ケl・Jlも欠1．某いたしますン次l担lこそはl】岬JLLたいと北しい
まう1
109回・7度辺康弘
越中が送れて小し．県あ　ません　残念ながら今い＝ま欠席させ
ていただきます、，、畑lの雌会をお祈りしますハ　隼はけいもの
です．
11D匡ト杉山知子
残念ながら‖1．某できません．．硝Ⅷ盛会とな　ます様、お祈刑lLい
けま弟
110国・山口光太
新人ですが、サークル盲．佃のたが）jバナませんぐイ劫盛会をよ潮り
いたします＿
110回・高橋京子
汰政ノこノ羊・隼／l三とLrがんばィ⊂います：：
110回・酒井憶理子
人草Jlミ溝にも惧れてきました、初めて（7）日恕会、楽しみです、よろ
しくお擾Fしいしまう二
110回・近藤裕美子
人草隼拾楽しくすごさせていただいてます！！
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